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【論 文】
日本語の書き言葉における「単一語彙項の制約」








⑴ その下手には、父と子らしい二人 i がブリキを
漏斗形にして φｉ（N１）水を汲んでいた。橋の上
手にも中年の女 j が二人、ブリキを曲げて造った





























































ばれ、S と A が同じように扱われ O と対立している。
一方、（ｂ）は絶対格－能格（absolutive ergative）型















































































項数 割合 項数 割合
省略項 １０９ ６１．９％ ２１２ ６３．３％
語彙名詞 ５６ ３１．８％ ９８ ２９．２％
その他 １１ ６．３％ ２５ ７．５％


















う］φ常夜灯をつけて］［CL５［CL６ φ N１ φ N２ 狭く
開けてある］φドアから寝室に入って行ったの
だ］）（S３［CL１ φ子供の頃いつもそうしていたよう
に］［CL２［CL３ φ N１ φ N２ なんとなく抱えていた］
文 no. 節 no
埋め込み節
項 項目① 項目② 項目③ 項目④
S CL 形式 項数 GR 述部 有生性 人称
１ １ － 夜 語彙 １ S 自動詞 無生
２ －   省略 １ A 他動詞 有生 １
目 語彙 O 無生
３ －    省略 ０ A 他動詞 有生 １  省略 O 無生
４ － 私 代名詞 ２ A 他動詞 有生 １
気持ち 語彙 O 無生
５ －   省略 ０ S 自動詞 有生 １
２ １ － 私 代名詞 １ S 自動詞 有生 １
２ －   省略 １ A 他動詞 有生 １
常夜灯 語彙 O 無生
３ － 兄 語彙 １ S 自動詞 有生 ３
４ －   省略 ０ S 自動詞 有生 ３
５ －   省略 ０ S 自動詞 有生 １
６ 関係節    省略 ０ A 他動詞 有生 １ｐ  省略 O 無生
３ １ －    省略 ０ A 他動詞 有生 １  省略 O 無生
２ －   省略 １ A 他動詞 有生 １
膝 語彙 O 無生
３ 関係節    省略 ０ A 他動詞 有生 １  省略 O 無生
４ －   省略 ０ S 自動詞 有生 １
５ －   省略 １ A 他動詞 有生 １
寝息 語彙 O 無生
６ 関係節   省略 １ A 他動詞 無生



















































































節数 割合 節数 割合
０ １３４ １７．３％ ３６２ ４０．５％
１ ４７９ ６１．７％ ５３２ ５９．５％
２ １６０ ２０．６％
３ ３ ０．４％










































































項数 割合 項数 割合
省略項 ９３７ ５６．１％ １２８ １６．５％
語彙名詞 ５４４ ３２．６％ ４６４ ５９．８％
人称代名詞 ８９ ５．３％ ６ ０．８％
名詞化辞等 １００ ６．０％ １７８ ２２．９％
合計 １６７０ １００．０％ ７７６ １００．０％
文法関係 省略項 語彙名詞 合計
項数 割合 項数 割合 項数 割合
S ３３０ ４７．６％ ３６３ ５２．４％ ６９３ １００％
dS ４６ ５５．４％ ３７ ４４．６％ ８３ １００％








































主語 S／受動態の主語 dS、他動詞の目的語 O）の間
の相対的な関係をみてみたい。表６と図１が示すよう
に、機能語的な名詞化辞等を含め音形をもった形式の






















をみてみる。文法関係 S と dS と有生性との関係は、
文法関係 省略項 名詞化辞他 人称代名詞 語彙名詞 合計
項数 割合 項数 割合 項数 割合 項数 割合 項数 割合
A ５６１ ７２．３％ １４ １．８％ ５７ ７．３％ １４４ １８．６％ ７７６ １００％
S/dS ３７６ ４２．１％ ８６ ９．６％ ３２ ３．６％ ４００ ４４．７％ ８９４ １００％















































意味要因 有生 無生 合計
形式 項数 割合 項数 割合 項数 割合
省略 １９５ ５９．１％ １３５ ４０．９％ ３３０ １００％
語彙名詞 ９１ ２５．１％ ２７２ ７４．９％ ３６３ １００％
代名詞 ３０ １００．０％ ０ ０．０％ ３０ １００％
意味要因 有生 無生 合計
形式 項数 割合 項数 割合 項数 割合
省略 ２６ ５６．５％ ２０ ４３．５％ ４６ １００％
語彙名詞 ７ １８．９％ ３０ ８１．１％ ３７ １００％





形式 省略 語彙 代名詞 省略 語彙 合計





省略 ２２ ６．１％ ２７ ７．５％ ３ ０．８％ ６８ １８．９％ ２３９ ６６．６％ ３５９ １００％
語彙 ８ ９．４％ ５ ５．９％ １ １．２％ １４ １６．５％ ５７ ６７．１％ ８５ １００％
代名詞 １ ２．６％ ４ １０．５％ ０ ０．０％ ８ ２１．１％ ２５ ６５．８％ ３８ １００％
無
生
省略 １ １．４％ ３ ４．２％ １ １．４％ ３ ４．２％ ６４ ８８．９％ ７２ １００％
語彙 ０ ０．０％ １ ３．０３％ １ ３．０３％ １ ３．０３％ ３０ ９０．９％ ３３ １００％










































































































１０ Role and Reference Grammar が定義する項の文
法関係（grammatical relations）の分類に従う。
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